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学校の３本柱
部活動、進路達成、資格取得

創立120周年を迎えた伝統校
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総合的な探究の時間（ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ）の実践（2022～）

生徒が主体的に行動 学校全体の取組・外部連携

文部科学省事業「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール」（2014～2016）指定校

株式会社設立・実践的な授業 生徒の主体性に課題

文部科学省事業「目指せスペシャリスト」（2003～2005）実施後

資格取得実績の向上 体験的・実践的な授業の不足

文部科学省事業「目指せスペシャリスト」指定校以前

部活動が学校の中心 資格取得実績の低下
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県岐商 ＝ ビジネス探究型進学校！
新たな３本柱

日商簿記検定

探究（ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ）

英 語
3



リテールマーケ
ティング

応用情報
基本情報

日商簿記1級
税理士・会計士

英検 １級
英検準１級

４つの学科

情報科

流通ビジネス科 ビジネス情報科
グローバル
ビジネス科会計科

マーケティング
観光ビジネス
商品と流通

プログラミング
ネットワーク活用
ネットワーク管理

財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ
管理会計

グローバル経済
論理表現Ⅲ（英語）

共通 日商簿記検定２級 ・ 探究（ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ） ・ 英語
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資格名 合格者数

経済産業省 データベーススペシャリスト試験 1

情報セキュリティマネジメント試験 1

応用情報技術者試験 5

基本情報技術者試験 18

ITパスポート試験 5

税理士試験 簿記論 11

財務諸表論 7

日商 簿記検定１級 8

簿記検定２級 169

簿記検定３級 398

リテールマーケティング２級 61

実用英語 準１級 2

２級 30

準２級 97

検定資格の取得状況
（令和６年度）

• 「高度資格」とは、大学卒
業程度の水準を有する資
格を指す

•各学科の特色に応じて、生
徒は「高度資格」の取得を
目指す
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公認会計士 論文式試験 合格！
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年度 短答式 論文式

令和７ ２ 1

令和６ ０ 0

令和５ １ 0

令和４ ０ 0

令和３ ０ 0

年度 簿記論 財務諸表論

令和７ 7 4

令和６ 11 7

令和５ 12 8

令和４ 7 6

令和３ 11 9

公認会計士試験 税理士試験

公認会計士試験・税理士試験 合格者数
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• ICTを活用して、自分
のペースに合わせて
学習できる

• 授業を何度も視聴す
ることで、理解が深ま
る

• 教員はICTを活用し
た反転授業を実践で
きる

個別最適な学び（個に応じた指導）
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•副教材として「会計サポート」を利用

•公認会計士による特別講演会の実施

※ 全国の商業高校の生徒を中心に会計分野の学習支援に取り組む団体
 代表理事は公認会計士・小島一富士氏

※

日本商業教育振興会 との連携による学習支援
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日商簿記
1級

税理士

簿財

会計士

短答式

「高度資格」については
大学と連携し指導

大学との連携による学習支援
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• 国公立大学へ２０名
以上が合格（３年連
続）、今年度は３7
名が合格

• 「資格取得」や「ビジ
ネス探究」を生かし
て、工学部をはじめ
とする幅広い分野
への進路を実現

資格

探究

進路

実現

進路の実現 令和８年度大学入試結果（年内判明分）
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卒業生の声
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•国公立大学や有名私立大学への合格者数
のみを競う進路指導ではない

•本校卒業生の公認会計士は120名以上に
のぼる

•会計士として海外赴任する卒業生もいる

•大学で学びを深め、システムエンジニアと
して活躍する卒業生もいる

高校で
の学び

大学で
の学び

学びを
生かし
た職業
へ

高校時代の学びを生かした進路選択
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ビジネス探究Ⅰ

• 野村證券との
連携

• チ ャ レ ン ジ ・
オープンカン
パニー（企業訪
問）

• 手引きを活用
した探究学習

ビジネス探究Ⅱ

• 日経ストック
リーグ

• 各種コンテスト

• 日本政策金融
公庫等のコン
テスト

課題研究

• 調査、研究、実
験

• 作品制作

• 職業資格の取
得

１年（１単位） ２年（１単位） ３年（３～４単位）

総合的な探究の時間 商業科目

系統的な学習活動（ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ・課題研究）

14全教員が担当 商業科教員が担当



ビジネス探究Ⅰ
• 調べる・まとめる・発表する・フィールド
ワークなどを通して、探究の基礎を身に
付ける

• 業界・業種・企業の特徴や、地元企業の
存在意義について理解する

ビジネス探究Ⅱ
• 論文作成の基礎を身に付ける
（文章での表現、引用の手法）

• データの処理方法を身に付ける
 （財務分析、データ分析）
• グループでの協働を通じたコミュニケー
ション能力を身に付ける

課題研究
• 個人論文の作成
• 作品制作
• 職業資格の取得
（職業との関係、資格を取得する意義）

身近な企業・ビジネスに目
を向ける

経済社会が直面する問題
や、ビジネスの課題に目を
向ける

ビジネスの課題に対する問
題意識をもとに解決策を
思考し、その過程を通して
自己のキャリアについて考
える

・数学科：データの分析
・家庭科：衣食住に関する学び
※探究テーマに関する情報
・国語科：論文の組み立て方

共通教科との連携（例）

• 公民科：経済社会の仕組
• 国語科：文章のまとめ方

共通教科との連携（例）

・節税と企業価値
適切な節税は企業価値にどう
影響を与えるか
→税理士を目指し、職業資格で
ある税理士試験にも挑戦、合格

課題研究のテーマ（例）

系統的な学習活動（ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ・課題研究）
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各教科の学習

国語 数学 外国語

地歴・公民 理科 保健体育

家庭 芸術 商業

各教科で育まれた資質・能力

総合的な探究の時間

コミュニケーション

情報活用

言語・表現

各教科での学びが、
「総合的な探究の時間」の学びを
充実させる

問題発見・解決

「総合的な探究の時間」の学びが、
各教科の学習意欲を向上させる

「総合的な探究の時間」の役割
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各教科の学習

国語

数学

公民

保健体育

家庭

商業

レポート・報告書の作成

総合的な探究の時間

学校指定のスリッパは私たちの走るという
能力を低下させているのではないか
（課題の設定）データの分析方法

靴と運動能力との関係 クラスの生徒のデータを取る（体育等）
→スリッパを変えられないか、生徒指導部
長に相談（実態調査）

金銭的な問題で難しい
→生徒指導部長（体育専門）個人としては
賛成したいが家計の負担等を考えると難
しいのでは…（新たな課題）

家計の経済

経済社会の仕組み

マーケティング、原価計算

課題の設定、情報収集整理・分析、まとめ・表現

「総合的な探究の時間」の役割
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生徒の変容とキャリア形成

• 安価で機能が充実した靴を作る
ことで、より早く走りたいと思う
若者を支援できる

• 大学に入り、早く走ることにつ
いて研究すると同時にビジネス
についても学びたい

• 将来的にはスポーツメーカーに
入社し、靴の開発をしたい！

総合的な探究の時間

学校指定のスリッパは私たちの走るという
能力を低下させているのではないか。
（課題の設定）

クラスの生徒のデータを取る（体育等）
→スリッパを変えられないか、生徒指導部
長に相談（実態調査）

金銭的な問題で難しい
→生徒指導部長（体育専門）個人としては
賛成したいが家計の負担等を考えると難
しいのでは…（新たな課題）

「総合的な探究の時間」の役割
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➢ビジネス探究Ⅰ・Ⅱ、課題研究の企画、学習支援
・「探究のてびき」の作成

・年間計画、月間計画作成

・学年会での情報共有支援

・他教科、他分掌との連携

➢企業・産業界との連携、調整
・野村證券、岐阜県産業人材課との調整

・フィールドワーク先との連絡・調整

➢イベントの企画と実施
・チャレンジオープンカンパニー（１年生企業訪問）の企画・運営

・ホームカミングディ（OBとの少人数進路交流会）の企画・運営

・Global Studies Programの企画・運営（R8年度より実施予定）

探究部（校務分掌）の所掌業務
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•探究部（校務分掌）で作成
した教科書

•本校の生徒に必要なスキル
を体系的にまとめた内容で
構成

「探究のてびき」の内容
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電話のトークスクリプト 雇用に関する「問い」の例

「探究のてびき」の内容
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岐阜支店長が来校し、生徒のプレゼンを評価

野村證券との連携
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ビジネス探究Ⅱ 日経ストックリーグの取組

日経ストックリーグ
・中学生、高校生、大学生・専門学校生を対象にした、野村證券主催のレ

ポートコンテスト

・グループごとにテーマを決定し、そのテーマに合致する投資のポート

フォリオを作成する

・投資の成果は審査の対象ではない

・「なぜ」このテーマを選んだか、「なぜ」

この企業を選んだか、が審査の対象
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「ラジオ」をテーマにした本校生徒が作
成した投資ポートフォリオ



目標と合致するコンテストへの参加
4学科を超えたグループ編成 財務分析を行い、株式についての理解を深める

何を目標とするか
グループで協働し論文作成 全学科共通する会計の知識を活用

学校の課題と強みの確認
（課題）言語能力・協働力を高めたい （強み）全学科で会計のスキルが身についている

協働力は部活動で身につけられ
るという声もあるが、授業内で

身に付けさせたい

日経ストックリーグの取組

24



•共通教科の教員が商業科の教員と一緒に学習指導にあたる

•各教科においても、それぞれの特性を生かした学習指導を行う

    数学科：株価と財務指標の分析を行い、その結果を他の教員にも共有

家庭科：「アスリートの食事」のテーマに、実践を含めた学習を実施

• 「こういう学び方をしたい」という要望が教員から出てくる

商業科：スポーツビジネスの講師と連携した取組を行いたい

（R8から実施予定）

各教科の探究的な学びを充実

日経ストックリーグの効果

例）

例）
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全学年共通で、夏休みのフィールドワークが課題になっている

生徒にはアポの取り方は教えるが、フィールドワーク先への最

初の電話からお礼状までの対応は教員が介入しない

コミュニケーション能力の
総合的な発揮

フィールドワーク課題

探究学習の充実・深化
生徒のモチベーション向上

探究の課題と関連のある企業や
団体、大学教授等にインタビュー

失敗することも大切な学習！

【フィールドワーク先】
・マルハニチロ
・ユニ・チャーム
・クボタ
・京福電気鉄道 等
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チャレンジ・
オープンカンパニー

•地元企業を生徒が訪問
する取組を実施する

•訪問時間は１日２時間
程度を基本として、企
業の都合に合わせて調
整する

•訪問先の業種はランダ
ムに決定する

•生徒の希望は取らない
が、地理的な条件のみ
を考慮する
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チャレンジ・オープンカンパニー ポスター交流
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40歳前半までのOBを招き、複数の卒業生からキャリアに
関する話を聞く機会を設けており、昨年度は32名が来校し
た

ホームカミングディ
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• 「株式会社GIFUSHO」の起
ち上げ、科目「課題研究」及
び科目「総合実践」を中心に
授業内で企業活動を行う

•商品開発を行い、ネット
ショップ（楽天）を開設・運営
する

• iPhoneアプリの開発・販売
に取り組む

•決算及び納税までの一連の
手続きを生徒が行う

文部科学省事業「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）」指定校（平成26～28年度）の取組

株式会社GIFUSHOの創設

開発・販売したアプリネット販売した
リフレッシュスプレー
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株式会社 GIFUSHOの組織体制
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株主総会（オンライン配信）
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• 「販売実習」ではなく企業
活動の一環としての「販
売」として位置付け、テー
マに沿って、仕入商品及
び仕入先を選定する

•会社の継続を目的とし、
販売のみで完結させず、
結果を踏まえた改善や振
り返りを重視する

•売上高の一部をテナント
料として支払う

商品販売
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ファミリマートと連携 地元のラジオ番組に出演
（定期的）

他の企業との連携
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これからも生徒の可能性を
最大限伸ばせる学校に

Challenge to Change
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ご清聴ありがとうございました
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